
　市民病院では、令和５年 12 月に新たな医療機器として、腹腔鏡下手術器を導入しました。
　これにより、これまで開腹して行っていた胆管、消化管（胃・大腸など）などの手術が、患者さんの負担の少ない腹腔
鏡で行うことができます。開腹手術と比較して、傷跡が小さい、術後の痛みが少ない、回復が早く早期退院が可能といっ
たことが期待できます。

そのほかの話題はこちらから ▶

瀬戸内市民病院瀬戸内市民病院新たな医療機器を導入

美和地区防災訓練美和地区防災訓練

瀬戸内市オリジナルＳＤＧ sカードゲーム瀬戸内市オリジナルＳＤＧ sカードゲーム

美和小学校で避難所運営を体験

邑久高校生が小学校でＳＤＧ s出前授業邑久高校生が小学校でＳＤＧ s出前授業

　令和５年 12 月 21 日、邑久高校１年生が牛窓北小学校と今城小

学校を訪れ、「瀬戸内市オリジナルＳＤＧ sカードゲーム」の出前

授業を行いました。

　これは、同校の生徒が令和３年度に作成した「瀬戸内市オリジナ

ルＳＤＧ sカードゲーム」を使い、瀬戸内市の課題をより身近に感

じ、楽しみながら地域課題の解決方法を一緒に考える出前授業で、

令和４年度から市内小学校で開催しているものです。

　高校生が瀬戸内市の課題や取り組みを調査して作成しており、子

どもたちにも分かりやすい内容のカードゲームとなっています。

　高校生たちが考えた地元の課題が書かれたカードを１枚ずつ引い

て、児童たちは解決に向けたアイデアを出し合っていました。

院長コメント院長コメント

これからは市民病院でも腹腔鏡を使用した手術ができます。お腹の

中をモニターに映し出し、小さな傷で開腹術と同じ手術を行います。

胆嚢炎、胆石症、そけいヘルニア、虫垂炎などは特に良い適応です。

術後、翌日から数日で退院可能です。痛みや出血など体への負担が

少なく 85 歳以上の超高齢者にも適応できます。ぜひ、ご相談くだ

さい。

　令和５年度、市では美和地区まちづくり協議会・美和
小学校と連携し、「住民自治による避難所運営モデル事
業（美和小学校で避難所運営をやってみよう！）」を実
施し、美和地区住民を対象として「避難所運営」をテー
マとした研修・訓練を全 4回にわたって実施しました。
　令和５年 12 月 9 日、第 4回の取り組みとして、美和
小学校で「美和地区防災訓練」を実施しました。
　訓練では、南海トラフ巨大地震を想定した避難訓練、
避難所運営訓練、炊き出し訓練を実施し、約 100 人が
参加しました。
　炊き出し訓練では、アルファ化米、非常食カレー、小
学生が考案した防災食メニューなどを自分たちで調理し
て食べました。
　参加した大人も子どもも、お互いに協力し合って取り
組んでいました。

▲段ボールベッド組み立て体験

▲炊き出し訓練の様子 ▲炊き出し訓練で調理したメニュー

▲自主防災アドバイザーによる
研修の様子
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　瀬戸内市民病院　☎０８６９-２２ - １２３４問

（問）秘書広報課：☎０８６９- ２４- ７０９５まま  ちち  のの  話話  題題

瀬戸内市学生等チャレンジ補助金採択事業瀬戸内市学生等チャレンジ補助金採択事業

　令和５年度事業として採択された団体「HNC himitu_no_cafe」が、
令和５年 8月に開催したイベントでつながりのできた市内の農家を
訪問し、農作物の収穫を体験するイベントを開催しました。
　イベントは令和５年 11 月に行われ、若者を中心とした参加者が農
家の皆さんから農作物の特徴や収穫方法などの説明を聞きながら、実
際にレモンとキャベツを収穫しました。参加者にとって農家の皆さん
と交流し、瀬戸内市の農業の状況を知る貴重な機会となりました。
　令和６年度補助金の情報は 3月中旬頃までに市ホームページで公
開予定です。生徒・学生の皆さんで地域活動に興味のある人は補助金
の活用をぜひご検討ください。

瀬戸内市食のしあわせプロジェクト瀬戸内市食のしあわせプロジェクト

学生等チャレンジ補助金学生等チャレンジ補助金
次世代を担う若者が主体的にまちづくりに参画することを推進するた次世代を担う若者が主体的にまちづくりに参画することを推進するた
めに、学生などが自由で斬新な発想を活かして自主的・自発的に行うめに、学生などが自由で斬新な発想を活かして自主的・自発的に行う
公益活動に対して補助金を交付する制度です。公益活動に対して補助金を交付する制度です。

■ 学生等チャレンジ補助金に関する問い合わせ

　企画振興課　☎０８６９-２２ - １０３１問

　市では、ふるさと納税を活用して子どもたちの給食の地産地消 100％を目指す「食のしあわせプロジェクト」に取り組
んでいます。
　令和５年12月15日、邑久保育園で野菜と果物すべてが瀬戸内市産の給食を提供する「瀬戸内市産野菜100％給食ＤＡＹ」
を実施し、参加した園児 60 人が給食を味わいました。すべての野菜と果物が瀬戸内市産の給食は今回が初めてでした。
　当日は野菜の生産者を招き、子どもたちは生産者の皆さんと一緒に給食を食べながら、給食に入っている野菜が瀬戸内
市内で生産されていることを教えてもらっていました。
　子どもたちからは「給食の野菜を瀬戸内市の人が作っていてすごい」、「楽しくていつもよりもおいしかった」などの声
が聞かれ、生産者らは「みんな給食が大好きと言って、たくさん食べてくれてとても嬉しかった。頑張って野菜を育てよ
うと思った」と笑顔で話していました。

農作物の収穫体験イベントを開催

瀬戸内市産野菜 100％給食ＤＡＹ
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